
2023/06/21

1

対話の⽅法論
〜対話を⾯⽩おかしく！〜

澤⽥哲⽣
学術フォーラム「多価値化の世紀と原⼦⼒」
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対話をおもしろおかしくするためには

・３つのヒント

① いわゆる〝核のごみ〟問題をゼロベースで対話する。

② ゼロベースとは、予備知識の多い少ないのかべを取り除
こうとする。予備知識なしでも良い。

③ 答えはない・・・答えを見つけようとしない。
補⾜
• 対話：〝ソクラテスの産婆術〟をやってみる
• 共有(コミュニケーション)/対話(ダイアローグ)/協働(エンゲイジメント)
• 主権者教育になってればいいな
• 参加型であり、常に学び続けようとすることが重要かな
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•１．コミュニケーション
•科学的な⾒⽅と考え⽅ ・⾃省的、懐疑的
•社会に果たす責任とは何か

•２．対話：ダイアローグ
•対話の相⼿を尊重する、年齢・地域・ジェンダーの壁
を作らない
•相⼿の話をじっくり聞く
•相⼿のモヤモヤを聞いて、⼀緒に考え、モヤモヤを解
消し表現する＝＞ソクラテスの産婆術

•３．社会とのエンゲイジメント
•発信
•協働(collaboration)
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モヤモヤを育てよう！！
•モヤモヤ：知れば知るほど、考えれば考えるほ
どモヤモヤしてくる。モヤモヤと⼤事に付き
合ってきたのが→⽮座孟之進他「⽇本⼀⼤きい
やかんの話」

https://www.youtube.com/watch?v=hni9ZQryPjg

•ソクラテスの産婆術
ここでいう産婆術とは相⼿の話をじっくりと⽿を傾けて聞き、
⾃分の考えや思いと照らし合わせながら、相⼿のモヤモヤを表
出する⼿助けをする。また同時に相⼿の話を批判的に⾒て⾃分
の考えにうまく取り込んで⾃らの考えをアップデートしていく。
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https://www.youtube.com/watch?v=hni9ZQryPjg
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参考：⽮座くんの思い（⽇本原⼦⼒学会誌巻頭⾔）

5

それぞれのやり⽅を創っていく
•以上は私がこれまで原⼦⼒発電やいわゆる〝核のゴミ〟問題を
中⾼⽣と⼀緒に考えてきた際の基本的な⼼構えや⽅法論です。
•皆さんはどう考えますか？特にファシリテータの皆さんは、ど
うでしょうか？既存の何ものかにとらわれないことを・・・
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